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　千葉県企業局は、平成 31 年４月１日に旧水道局と旧企業土地管理局の組織統合により発足した公営企業で
あり、上水道事業、工業用水道事業及び造成土地管理事業の３部門を有しています。
　上水道事業は、昭和 11 年に給水を開始してから 80 年以上経過した現在、県内 11 市約 300 万人のお客様
に安全でおいしい水道水を安定してお届けしています。また、工業用水道事業は、昭和 39 年に給水を開始した
五井市原地区を皮切りに、県内７地区において低廉な工業用水を安定的に供給することにより立地企業の事
業活動を支援してきました。さらに、造成土地管理事業では、産業用地の整備、良好な住宅地の提供、先端的な
まちづくりに貢献してきた土地造成整備事業の収束に伴い引き継いだ土地の分譲、貸付け、管理等に取り組ん
でいます。
　当局では、戦後の復興期から高度経済成長期を経て現在に至るまで、臨海部の埋立事業や内陸工業団地の造
成、併せて進めてきた工業用水道の整備による工業化の進展、大規模住宅地や幕張新都心の整備、そしてそこ
で生きる人々や企業の活動に欠かせない水道水の供給など、３事業が一体となって千葉県の発展を支えてき
ました。
　今後も、これまで蓄積した知識と技術を活かした事業運営を行うことで、お客様からの信頼を得るとともに
引き続き健全経営の確保に取り組んでまいります。
　また、令和元年の台風や大雨では、長期にわたる停電など県内外に多くの影響を及ぼしましたが、こうした災
害にも的確に対応できるよう対策の一層の強化に取り組んでまいります。
　本冊子では当局の事業概要を紹介しておりますので、資料として御活用いただければ幸いです。
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１ 上水道事業の概要

Ⅰ上水道事業

■給水区域■
　給水区域は11市にまたがり、その面積は約566㎢（県
面積の約11％）に及んでいます。
　11市＝市川市、鎌ケ谷市、浦安市の全域及び千葉市、

船橋市、松戸市、成田市、習志野市、市原市、印西市、

白井市の一部

■給水人口と給水量の移り変り■
令和3年３月末現在の給水人口は3,062,104人（県

人口の約49％）、普及率は96.5％に達しています。
令和2年度の給水状況は、一日最大998,937㎥、

一日平均882,925㎥、年間では約３億2,227万㎥になっ
ています。
　また、用途別使用量では、家庭用が約90％を占めて
います。
　なお、一日最大給水量は令和元年8月3日に過去最
高の1,050,982㎥を記録しています。

○給水人口の推移

○給水量の推移

（89.6％）

（10.4％）

○用途別使用割合
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　令和5年３月末現在の給水人口は3,072,430人（県
人口の約49％）、普及率は96.5％に達しています。
　令和4年度の給水状況は、一日最大931,830㎥、
一日平均860,972㎥、年間では約３億1,425万㎥に
なっています。
　また、用途別使用量では、家庭用が約90％を占め
ています。
　なお、一日最大給水量は令和元年8月3日に過去最
高の1,050,982㎥を記録しています。



Ⅰ 上水道事業

■水源及び浄水施設■

○給水区域図

上水道事業では、4か所の浄水場で
水をつくっています。
このほか企業団でつくった水も買っ
て利用しています。

かずさ水道広域企業団かずさ水道広域連合企業団

地図の色で

かずさ水道広域連合企業団

かずさ水道広域連合企業団
かずさ水道広域連合企業団

別々につくられた水が、給水場で 1 つに
集められ各家庭に配られます。
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　上水道事業では水源を利根川水系及び県内河川である
養老川水系の河川・湖沼水と、北千葉広域水道企業団（利
根川水系）及びかずさ水道広域連合企業団（小櫃川水系）
からの受水としています。利根川水系への依存度は北千葉
広域水道企業団からの受水を含め約９割となっています。
　浄水場には、利根川及び印旛沼を水源とする柏井浄水
場、利根川を水源とする北総浄水場、江戸川を水源とする
ちば野菊の里浄水場及び養老川水系の高滝ダムを水源と

する福増浄水場があります。
　なお、柏井浄水場、福増浄水場及びちば野菊の里浄水
場ではオゾンと粒状活性炭を併用した高度浄水処理を
行っています。
　この他に受水施設として、北千葉広域水道企業団から
受水する沼南給水場と、かずさ水道広域連合企業団から
受水する姉崎分場があります。

栗山給水場


